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研究成果の概要（和文）：強束縛水素が存在する Pdナノ粒子の臨界サイズを明らかにするため
に、アミンおよびカルボン酸存在下、Pd(II)イオンの水素化ホウ素塩還元により Pd 核を in-situ
でホモエピタキシャル成長させた結果、アミンで保護された多結晶 Pdナノ粒子を 2~5 nmの範
囲で粒径制御することに成功した。次に、15 nmおよび 40 nmの多重双晶正二十面体 Pdナノ粒
子、10 nm単結晶正六面体 Pdナノ粒子、6.6 nm多結晶球状 Pdナノ粒子の水素吸蔵特性につい
て検討したところ、水素吸蔵／放出挙動が結晶性・形状・粒径により大きく異なり、単結晶中

において水素が強く束縛されることを見出した。 
 
研究成果の概要（英文）：To clarify the critical size of Pd nanoparticles in which strongly-bound 
hydrogen can exist, amine-protected Pd nanoparticles were successfully synthesized in the 2~5 nm range 
by an in-situ homoepitaxial growth of the Pd nuclei. Investigation on hydrogen storage properties of 
multiply-twinned Pd nanoparticles (15 and 40 nm), single crystalline hexahedral Pd nanoparticles (10 
nm), and polycrystalline Pd nanoparticles (6.6 nm) revealed that the hydrogen storage/release behaviors 
are greatly dependent on the crystal structure, shape, and size of the Pd nanoparticles and the hydrogen 
atoms are strongly bound in all particles. 
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１．研究開始当初の背景 
	 我が国は、エネルギーの８割以上を輸入に
依存しており、供給構造が脆弱であるうえ、
地球環境保全の面から地球温暖化ガスの排
出削減は緊急の課題となっている。水素エネ
ルギー社会実現が我が国の進むべき方向の
一つであり、そのためには水素吸蔵材料の開

発が必要不可欠である。水素吸蔵材料の研究
は、より高密度に水素を吸蔵できる材料開発
という応用面に加え、量子効果が大きく影響
する水素の存在状態という学術研究上の重
要性を持つ。近年、種々の金属ナノ粒子がバ
ルクにはない水素吸蔵特性を有することが
明らかになってきており、また、水素の吸蔵
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